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令和７年度第５回白井市行政経営審議会 

 

１ 開催日時 令和７年１１月６日（木）午後６時３０分から午後８時まで 

２ 開催場所 市役所東庁舎101会議室 

３ 出席者 池田会長、村上委員 

     （オンライン）宗和副会長、岩井委員、須永委員、杉本委員 

４ 欠席者 陣内委員、久野委員 

５ 事務局 永井総務部長、齊藤総務課長、中村行政係長、小池主査 

６ 傍聴者 ２人 

７ 議 題 

 （1）次期実施計画における取組項目について 

 （2）その他 

８ 議事内容 

○会 長  

 それでは、次第に沿って進めてまいります。 

 議題（１）次期実施計画における取組項目について、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

●事務局 

 ありがとうございます。事務局担当者から御説明させていただきます。では、資料を画

面でも共有させていただきます。 

 議題に入る前に、本日の会議の目的について、簡単に御説明させていただきます。一つ

目が、先に委員の皆様から御提案いただきました項目について、それぞれ、次期の実施計

画に定めるかどうかについて、事務局の方針をフィードバックさせていただきたいと思

っております。 

 二つ目が、それぞれの取組項目、現時点で計画に入れようと考えている取組項目の個別

のシート案に関して、皆様から御意見頂戴したいと考えております。大きく二つ、目的ご

ざいますので、よろしくお願いいたします。 

 では、議題に入りたいと思います。 

 まず資料１を御覧になっていただいて、次期実施計画取組項目（案）の一覧というもの

になります。ページは、２ページございます。この資料なのですけれども、縦に大きく三

つに分けておりまして、左側が第２次行政経営指針に定められた項目、基本方針と取組項

目を記載しております。右側、真ん中がこれから実施計画に、行政経営指針に紐付けて定

めようとしている取組項目、現時点の案を入れたものになっております。一番右側が、こ

の後説明しますけれども、ほかの計画に位置付けがあるとか、そういったものについて備

考的に記載しております。見方については、そのような形になります。 
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 では、現時点、11月時点で、実施計画に定めようと検討しております項目について簡単

に説明させていただきます。まず、真ん中の縦、実施計画の左側の「分類」という項目な

のですけれども、こちらについては、行政経営指針にそれぞれ基本方針三つありますけれ

ども、基本方針の三つと取組項目、いろいろな項目ありますけれども、そちら一つ一つに

紐付けて実施計画に定めるということは、実施計画のほうでは考えておらず、それぞれ業

務において恒常的に取り組む項目、職員が持つべき理念や規範というものをＡ、ほかの計

画、第６次総合計画の実施計画や、ほかの個別計画等に位置付けされたりするような項目

というものをＢという形で分類しております。黒丸が実際に実施計画のほうに、これから

位置付けて取り組む項目として現時点で考えている項目になりますので、見方について

は、そういった形になります。 

 ２ページにわたって現時点の項目、並べているところにはなるのですけれども、今現時

点で検討しているものは、16項目になります。そのうち、現在の実施計画から継続して取

り組む項目が七つ、ここで新たに取組を始めたい、始めようと思っている項目が11項目に

なっております。１ページ目がほぼ継続で、２ページ目見ていただくと、赤字で新規とな

っているものが、すいません、紙は赤字ではないのですけれども、新規となっているもの

が新しく検討している項目になるのですけれども。その新規の項目が全て、基本方針３の

組織力の向上というところで、職員や組織に関連する取組というものを今回新たに入れ

るというのが、たまたまなのですけれども、ちょっと多くなっているような形になります。

職員の皆様からも、委員の皆様からも、提案いただいたのが最も多かった分野になります。 

 継続としている項目については、参考資料のほうで、今の現行計画で取り組んでいた項

目、継続しているもの、継続していないものというところで、参考までに資料をつけてお

りますので、そちらも併せて御覧になっていただければと思います。 

 あとは、現時点のというふうに先ほど述べましたけれども、今ここには記載していない

のですけれども、まだ内部で検討、調整している取組というものが実はございまして、今

回の会議では提示できないのですけれども、次回会議以降で、また改めて御提示させてい

ただきたいというふうには考えておりますので、御承知いただければと思います。 

 この一覧について、資料１については一応、以上です。この後、参考的に見ていただけ

ればと思います。 

 次に、資料２、御覧になっていただければと思います。次期実施計画取組項目、委員の

皆様から御提案していただいた取組、そちら一つ一つ、事務局の方針として、この場で回

答というか、フィードバックさせていただければと思います。上から順番に、今日いらっ

しゃる方、いない方もいるのですけれども、一つ一つ説明させていただきます。 

 まず１ページ目の１番、久野委員から、市民発の単発イベントの支援というところで御

提案いただきました。概要としては、団体ではなくて市民個人の活動でも、行政が場所な

り後方支援というものをしてほしいというような御提案がございました。 
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 この資料なのですけれども、前回の会議でも、この同じような資料、提示させていただ

いております。前回の資料に追加して、一番右側に、画面だと黄色、事務局の方針案とい

うところで、一番右側に新たに項目追加して、そこに今回、事務局の方針というものを載

せさせていただいております。あとは、前回の会議から追加で、村上委員と杉本委員から

御提案いただいたものもございますので、そちらが後半４ページ以降に記載ありますの

で、そちらも併せて説明していきたいと思います。 

 改めまして、１番から御説明させていただきます。 

＜○○委員 オンライン参加＞ 

 ○○委員が今、ご参加されました。○○委員、こちらの声聞こえていますでしょうか。 

○委 員 

 聞こえてます。ありがとうございます。 

●事務局 

 ありがとうございます。 

 改めまして、資料の説明を進めさせていただきます。委員の皆様から頂いた提案に対す

る事務局の方針というものをこの資料を基にフィードバックさせていただきます。 

 １番、久野委員から、市民発の単発イベントの支援というところで頂きました。こちら

につきましては、他計画、総合計画なりで位置付けて実施して取り組んでいる取組、同じ

ような取組や、あとは業務において恒常的に取り組んでいくべき部分だというふうに考

えておりますので、実施計画には今回、入れさせてはいただかないような形で考えており

ます。多様なイベントの支援を行政が包括的に行うことは、関係課や、あとは市民活動支

援を目的とした指定管理施設がございますけれども、そちらが担っている役割、公益的な

活動の支援というものを考慮すると行政だと難しい部分もございますので、実施計画に

おいては、位置付けはさせていただかないこととさせていただきます。 

 ただ、イベントの内容に応じて、行政でもできる部分あるとはございますので、市民活

動の裾野を広げる一助となるというところも含めて、業務の参考意見とさせていただけ

ればと思います。 

 提案の概要にもありましたイベントを行う効果としての人とのつながり、経済的な効

果、公益活動への発展という要素については、今現在策定中の第６次総合計画において検

討している複数の重点事業の中でも要素としては包含していることから、当該事業の推

進における参考意見とさせていただきたいと思います。 

 続きまして２番目、市民参加の気軽な美化活動というところで、こちらも市民活動に関

しての御提案でした。自発的に環境関係の活動をするにも、手続的に不便なところもあっ

て、参加するのにハードルが高いというような御提案がございました。そういったところ、

御提案の趣旨踏まえまして、項目としてはピンポイントで絞っているものではないので

すけれども、この後説明しますけれども、行政手続のオンライン化を今後進めていくとい
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うところで取り組みを予定しております。その中で、気軽な美化活動をするに当たりハー

ドルとなっている紙の書類の手続については、一部手続のオンライン化というものを検

討する余地がありますので、取組項目の一環として進めることとさせていただきたいと

思います。 

 三つ目が、こちらも久野委員から、高齢者の起業支援というところで御提案いただきま

した。関係課の意見にもあるとおり、こちらについては、第６次の総合計画で重点事業の

位置付けを創業支援というところで検討しているところも踏まえまして、今回の実施計

画、こちらの本計画には位置付けしないこととさせていただきたいと思います。 

 では、ページめくっていただいて、２ページ目、４番、陣内委員から、公式ＳＮＳを活

用した市民との対話促進、双方向のコミュニケーションの促進というところで御提案い

ただきました。こちらにつきましても、現在策定中の６次の総合計画において、重点事業

の位置付けというものも検討している事業もございますので、本計画には位置付けしな

いこととさせていただきたいと思います。情報発信、双方向のコミュニケーションという

ところでは、ほかの計画での位置付けを検討している部分もございますので、こちらの計

画には入れない形で考えております。 

 では続いて、５番目、須永委員から、市民の視点になって、市民にとって必要性の高い

施策を新規開始・拡充というところで、必要性の低いものはやめて、その必要性の低いも

のやめた資金で新しいものを始めて、スクラップ・アンド・ビルド、そういったところを

進めてほしいというところで御提案いただきました。こちらについても、今、既にもう理

念としても含めて、実際の取組としても取り組んでいる部分ございますので、業務におい

て恒常的に取り組んでいくというところで、計画には個別に特段の定めはしないことと

させていただきたいと思います。 

 続いて６番、宗和委員から、ＡＩの活用ということで御提案いただきました。ＡＩの活

用につきましては、この後、説明させていただきますけれども、計画に位置付けのほう考

えております。 

 続いて７番、こちらも宗和委員から、市独自の官民連携プラットフォームを策定すると

いうところで御提案いただきました。これは施設に関する、施設に限ったプラットフォー

ムの策定というところで御提案いただいたのですけれども、関係課の意見のとおり、国に

も、公共施設に限らない地方創生のプラットフォームですとか、あとは、千葉県において

も、公共施設に特化した同じようなプラットフォーム、地域プラットフォームというもの

を実際に設置しております。こちらについては、スケールメリットも考慮し、白井市独自

でプラットフォームを作成するというところはせず、当面はそれらを活用していくこと

とさせていただきたいと思います。一応、今回の計画につきましては見送りというか、位

置付けはしないということで考えております。よろしくお願いいたします。 

 続いて、めくっていただいて３ページです。３ページが宗和委員から、包括施設管理委
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託のさらなる拡充というところで、現在、白井市のほうでも、市内の公共施設、施設管理

を一つの業者に包括的に管理を委託している業務がございます。その拡充というところ

で御提案いただいたのですけれども、既に拡充というところでは、今年度中に拡充する部

分というのがあるというところも踏まえまして、既に取組を進めていることもあります

ので、あとは第６次の総合計画においても、公共施設の管理という部分については重点事

業に位置付けを検討しておりますので、行革の実施計画のほうには位置付けしないこと

とさせていただきたいと考えております。 

 続いて９番、宗和委員から、民間企業との交流人事というところで、民間企業に出向し

て企業の経営ノウハウを学んだり、人材育成の効果を期待できる取組というところで御

提案いただきました。こちらにつきましては、計画に位置付けを考えております。民間企

業に限定せず、この後説明します、広く派遣交流先を拡充することを検討していきたいと

いうふうに思っております。 

 続いて10番、職員のリスキリングというところで、個々の職員の資格の取得や、あとは

社会人向け大学院の入学とか、そういった部分の制度の構築というところで御提案いた

だきました。こちらについては、既存の取組はあるのですけれども、さらに一歩進めて、

学び直し、社会人向けの大学院の入学とかという、そういったところにつきましては、現

時点で、少なくとも今回の会議では、できるともできないとも御提示できないという部分

もありますので、今、人事課と協議の上、計画への位置付けというものを検討中です。次

回会議までに方針を提示させていただきたいと考えております。 

 ４ページ、めくっていただいて、11番、池田会長から御提案いただきましたリモートワ

ークに適した働き方改善というところで、池田会長の御提案ですと、フルリモートとかと

いうようなキーワードも出てきましたけれども、今、実際リモートワーク、市のほうでも

進めている部分あるのですけれども、フルリモートについては、まだまだ課題も大きい部

分はございます。 

 ただ、計画としては、こちらのほうも、さらに前向きにリモートのほうを、活用を進め

るというところで、リモートワークに限らず、勤務形態の弾力化、勤務時間の部分も含め

て、一つの大きな項目として、勤務形態の弾力化というところで位置付けのほうを考えて

おります。 

 続いて12番、オフサイトミーティングの活用というところで御提案いただきました。オ

フサイトミーティングにつきましては、既に人事課のほうで制度をつくって着手してい

る部分もございますので、計画のほうにも改めて位置付けのほうを考えております。 

 続いて13番、こちらが前回からの追加の提案になります。13番が村上委員から御提案ご

ざいました再採用制度の導入というところで、過去に一定期間白井市に勤務して、御家庭

や御自身の事情で退職された職員を再度職員として採用する。またそういった方も、民間

企業の経験を生かせるというところで御提案いただいております。 
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 こちらにつきましても、退職した職員に限らず、いろいろな経験がある方、知識のある

方、資格のある方という者を採用するために、いろいろと今、多様な採用手法というもの

が自治体でも増えておりますので、そちらについて、大きく多様の採用手法の検討という

ところで計画への位置付けを考えております。 

 続いて14番、市の行政経営会議等市民参加の公開する会議のライブ配信というところ

で御提案いただきました。今まさに会議やっている、こういった会議をＳＮＳでライブ配

信したり、要点をまとめてアーカイブで公開したり、もっといろいろな方に市の取組を知

ってもらったほうがいいのではないかというところの趣旨で御提案いただきました。 

 こちらにつきましては、関係課の意見というところで、総務課で御意見のほう記載させ

ていただいているのですけれども、こういった審議会、附属機関との会議につきましては、

原則、会議の場は傍聴可能にしているのですけれども、議事録を残す際に、あらぬ批判を

受けたりとかということがないように、議事録上は会議の、どなたが発言したかというの

を特定されないような措置というものを一応とっております。そういった部分で、会議出

席者の方の発言に萎縮が生じないようにしているというところもございますので、これ

は、生のままライブで配信したりアーカイブで配信するって運用上、あとは技術上の課題

が結構少なくないなというふうに考えているので、このライブ配信というところでは、実

施計画のほうには定めさせてはいただかないようには考えているのですけれども、若い

世代への情報発信という観点では、今の総合計画のほうで重点事業の位置付けというも

のを検討しておりますので、そちらの事業における参考意見とさせていただきたいと思

います。 

 続いて５ページ、めくっていただいて15番になります。こちらも村上委員から御提案し

ていただいたものになります。市が所有している公共施設の利用方法の周知というとこ

ろで、こちらも情報発信の部分、いろいろな方に市役所、市の取組だったりとか情報とい

うのを知ってもらうきっかけになるというところで、市内の公共施設を利用したことが

ない人向けに、公共施設の種類や利用方法をＳＮＳだったり動画などで分かりやすく紹

介する取組をしたほうがいいのではないかというところで御提案いただきました。ひい

てはそれが収益増につながったりする部分もあるのではないかというところで御意見い

ただいております。 

 こちらについても、今、市内の公共施設については、ほぼ全ての施設が指定管理者によ

る運営というもの、外部の事業者で運営しているというところもございます。それぞれの

指定管理者のほうで収益を増やす、施設をもっと利用してもらうというところの努力と

いうものはしていただいている部分もありますけれども、それと併せて行政のほうでも、

市の公式ＬＩＮＥなどで、それぞれの施設が主催しているイベントの情報発信というの

を実はやっているのです。そういったところもございますので、今の実施計画、こちらの

計画のほうには、特段の位置付けはしないこととさせていただきたいと思います。 
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 ただ、市の取組であったり各種情報の認知度を高めるため、ＳＮＳや動画の活用を進め

たりとか、あとはホームページをもっと見やすくしたりとか、そういった部分の向上とい

うことも今後も、もちろん重要になりますので、恒常的な業務の参考とさせていただきた

いと思います。 

 あとは加えて、先ほどもありましたとおり、若い世代の情報発信ということを、今後５

年間で重点的にやっていくというところも総合計画のほうで検討しておりますので、そ

ちらのほうでの参考意見等もさせていただきたいと思います。 

 続いて16番、ここから、杉本委員から御提案していただいた内容になります。16番が、

ＤＸ推進に向けた業務の基礎調査やＢＰＲ、業務改革の推進というところで御提案いた

だきました。職員数が今後、限られた中で、複雑多様化している事務や、課題に対応して

いくために、組織単位、事業単位で業務状況の調査、棚卸し、整理、フローの作成を行っ

た上で業務全体の見える化、分析をして、さらに業務の改善、デジタル化などを進めてい

くというところで、業務の総点検をして、その点検の状況によっては、予算の縮減にもな

るのではないか、業務を可視化、フロー化することによって引き継ぎとかも円滑に行われ

るのではないかというところで御提案いただいております。 

 こちらについては、今回の会議では、方針としては示させていただいておりません。御

提案のとおり、業務のＤＸ効率化については、各課業務の総点検とＢＰＲというのは、か

なり有効な取組であると認識しているところなのですけれども。 

 ただ、全庁的なプロジェクト的に進めていく部分もございますので、今の、これは主管

課となるのが総務課に、恐らくなってきますので、その業務態勢を考慮した上で、今後の

５年間で、どういった形で、どういったスケジュールで進めていくか、あとはノウハウも

含めて、事業者への、外部のアウトソーシングも含めて、着手実現の可能性というところ、

まだまだ見極められていないので、検討、精査を引き続き進めさせていただきたいと考え

ております。次回の会議までに御提示させていただければと思います。 

 続いて17番、生成ＡＩの活用促進というところで、宗和委員と同様で、ＡＩの活用とい

うところで御提案いただきました。内容については、ＡＩの活用というのもあるのですけ

れども、その活用の仕方というところを外部の講師に研修をしていただいたらとか、職員

の中でアイデア出しをして、それを共有するとかといったところに御提案いただいてお

ります。そちらについては、先ほど説明したとおり、ＡＩの活用推進というところで、実

施計画のほうにぜひ入れさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いし

ます。 

 ６ページ、18番、杉本委員からの提案になります。職場の現状や課題の可視化というと

ころで御提案いただきました。職員と職場の信頼関係や愛着心であるエンゲージメント

というものの実態を、ツールを活用して把握した上で、職場関係の改善につなげていくと

いうところで御提案いただきました。こちらについては、もともと計画に位置付けするこ



 - 8 -

とを予定しておりまして、人事のほうでも今、少しずつ取組を始めようとしているところ

もございます。この後、説明しますけれども、計画に位置付けさせていただきたいという

ふうに思っております。 

 続いて19番、管理職におけるマネジメント力の向上支援というところで、人材育成、い

ろいろ要素あるのですけれども、職場における人材育成の肝は、管理職が部下、人を育て

る力であるというところに着目した上で、業務運営やピープルマネジメントについて基

本的な型を習得するための研修を行って、フィードバックを受ける機会を創出するとい

うところで御提案いただいております。 

 関係課、人事課の意見としては、既に取り組んでいるところも、管理職向けの研修とい

うところもやっている部分はあるのですけれども、人材育成、広く行っていかなければい

けない部分もございますし、あとは、今の行革の実施計画とは別に、人材育成基本方針と

いうものも、個別の計画持っています。そちらへの位置付けとの整理も含めて、もしこの

行革の実施計画に定める場合は、管理職のマネジメント力向上に限定した取組とするか

など、人事課と協議の上で、次回会議までには方針を提示させていただきたいというふう

に思っております。 

 最後、20番、職員一人一人の能力開発（キャリアデザイン）の促進というところで御提

案いただきました。職員一人一人の自分自身のキャリアをどのようにしていくかという

考えを描く機会、研修の実施やメンター制度の整備などに取り組んだ方がいいのではな

いか、それが組織の活性化、魅力的な職場にもつながるというところで御提案いただいて

おります。 

 こちらについては、今現状、職員のキャリアデザインというところについては、白井市

においては、特段取組は行われていないような現状がございます。こちらについても、人

材育成の基本方針への位置付けとの整理ですとか、あとは今回、人事課主管の取組の項目

というのがかなり多いという部分もありますので、この５年間での優先順位や、実現の可

能性というものも改めて検討整理の上で、次回会議までに方針を提示させていただきた

いというふうに考えております。 

 説明長くなりましたけれども、取りあえず一旦区切らせていただきます。よろしくお願

いします。 

○会 長  

 ありがとうございました。ただいま説明があった内容について、何か御意見とか御質問

はございますでしょうか、オンラインの方。 

 ○○さん、どうぞ、お願いします。 

○委 員 

 ありがとうございます。○○です。 

  今回、すいません、遅くなって御提出させていただきました。記載いただきまして
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ありがとうございます。２点だけ補足させていただきたくて、16番のＤＸの推進のとこ

ろなのですけれども、市役所の皆様が、基本的にはフル出社されているのかなと思って

います。コロナのときは、リモートワークというか、自宅で勤務されていることもあっ

たかなと思うのですけれども、いろいろな方を採用していくとか、いろいろな働き方の

選択肢を増やしていくという中では、全ての業務が特に法令やセキュリティの関係含め

て、その部署でないとできない仕事なのか、市役所の中であれば可能なのか、あるい

は、自宅含めてどこでもできる仕事なのか、そのあたりの整理も今、ほかの自治体さん

では、コンサルティングに入らせていただいているところでもあります。ですので、そ

ういったところで、業務の棚卸しやＤＸの推進にあたっては、その業務を行う場所とい

うのも重要な観点の一つかなというふうに思っています。 

 もう１点、19番の管理職研修というところで、私自身も会社の中で、チームの管理職

を集めて研修を行っていたのですけれども、マネジャー自身が、マネジメントができて

いる状態とはどういう状態なのかということを、ずれがないように共通認識しているこ

と、そこをどうやって目指していくのかというところを一緒に考える場も非常に重要な

のかなと思っています。今、既に御記載の各研修の中で、そういった要素はあろうかと

思うのですけれども、今一度そういった形で、属人的ではないマネジメントの型を身に

付けるという研修も大事かなというふうに思って記載させていただきました。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 本件について何かございますでしょうか、コメント、事務局の方。やってはいるのです

よね、もちろん。 

●事務局 

 はい、ありがとうございます。 

 二つ、16番と20番について、補足で御意見いただいたかと思うのですけれども、16番の

ほうについて、場所という観点で御意見ありがとうございます。こちらについては、別の

取組にはなるのですけれども、そもそも市民の方の手続をデジタル化するに当たって、紙

ではなくてデジタルでできた書類の処理とかというのは、今後、自宅でも処理できる部分、

リモートでも仕事としてできるというところもあるとは考えておりますので、こちらに

ついては個別で、ＢＰＲというところを位置付けるか、あとは、先ほど言ったとおり、手

続のデジタル化というところに落とし込んだ上で、少し取組としては小さくなるかもし

れないのですけれども、そういったところも踏まえて、実際の具体の取組として、どうい

うふうに進められるかというところも考えていきたいと思います。ありがとうございま

す。 

 20番の、管理職のマネジメント力の向上支援というところで、研修として、多分それぞ
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れが、今、白井市では個人個人で研修を受けているというふうになるかとは思うのですけ

れども、内部で管理職が集まって、自分のマネジメントの型とか方法とかというものを共

有する場というのは確かにないので、今言ったような、そういった手法も、個人的にはす

ごくいいなというのは、全然、今、私、管理職ではないですけれども、そのうち管理職に

もなっていくと思いますが、確かに人をマネジメントするというところは、正直はっきり

分からない部分はあるので、すごく職員としても有効な、管理職には有効な研修ではない

かな、効果的な研修ではないかなというふうに思いました。 

 すいません、個人の感想になってしまったのですけれども、ありがとうございます。 

○会 長  

 これ、一応そういう研修、係長になったら係長研修とか、そういうのは一応あるわけで

すよね。 

●事務局 

 はい、あります。役職上がると、私も係長の研修というのは、もう既に受けているので

すけれども、外部に出ていって、いろいろな科目があって受けるとかというものが今、基

本的な研修の形になっております。係長の研修として今、この資料にもあるとおり、議会

答弁能力向上研修、ロジカル・ライティング研修とかというものあるのですけれども、係

長については、この二つだけ、実は今年、私、来週ロジカル・ライティング研修受けるの

ですけれども、マネジメントというところでは、今のところ、まだ研修のメニューとして

は、係長については用意されていないようなものになっております。 

○会 長  

 ぜひ、お願いします。 

 ほかに御意見、御質問ございますでしょうか。 

○委 員 

 ○○ですけれども、聞こえていますでしょうか。 

○会 長  

 はい、聞こえています。お願いします。 

○委 員 

 分かりやすくまとめていただき、ありがとうございます。 

 資料１の一覧表のほうを見ますと、今回、組織力の向上のところが、新規のものが多い

ということで、基本方針のほうでも、組織力の向上というのは新たに追加された部分です

し、最近、退職者が多いであるとか、採用が難しいというようなことを考えると、この組

織力の向上のところが多くなったというのも、傾向としては、よかったのではないかなと

いうふうに思います。そういう中で、３点ほどコメントさせていただきたいと思うのです

けれども。 

 まず１点目なのですが、先ほど各委員からの提案について、どう取り組むかということ
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を御説明いただいたのですけれども、聞いていると、まずは、やれそうなところからやっ

ていくというような感じ、５年間ではなかなか難しいから、例えば20番の提案については

検討中にするというような話もありましたけれども、そういったやれるところからやっ

ていくということも非常に大事なのですが、人事制度については、どういう人材を育成し

ていく必要があるのかと、どういうところが課題なのか、それに対してどういう解決策を

提供していくのかというような体系的な整理が必要なのではないかなというふうに思い

ます。 

 それを考えると、この20番のメンター制度のようなものというのは、それぞれの職員が

どういうことを今、感じているかということをしっかり把握するためにも優先度は高い

のではないかなと、先に取り組むような項目なのではないかなというふうに思いますの

で、個別に考えてしまうと順番を間違ってしまう可能性があるので、もうちょっと体系的

に整理していただけたほうがいいのではないかなというのが、まず１点目です。 

 ２点目なのですけれども、今さら委員からの提案をしても手遅れかもしれませんけれ

ども、２点目は提案になってきます。先ほどからの説明の中で、若い世代への情報発信と

いう話がありましたけれども、町田市の事例を紹介させていただきたいと思うのですけ

れども。 

 東京都町田市では、高校生を委員にした外部評価委員会を開催しておられます。情報発

信して、それに対して、どういう意見を持つかという形で、高校生ですから選挙権を持っ

ていない世代になるわけですけれども、そういった若い世代の意見を反映するような取

組というのも御検討していただいてもいいのではないかなというふうに思います。 

 それと３点目なのですけれども、資料１を拝見させていただきますと、資料１を映して

いただけますでしょうか。資料１を拝見させていただきますと、基本方針として、１、２、

３というふうにあるわけですけれども、基本方針の１のところ、市民自治のまちづくりの

部分というのが、今回、実施計画に織り込むことがないという形になっています。 

 これを見ながら、ふと思い出したのですけれども、実は以前ある自治体に、自治体版株

主総会のようなものを開催してみないですかという提案をしたことがあります。民間企

業であれば、大体６月末ぐらいに、市長が株主に対して１年間の業績を説明するという定

例のイベント、機会があるわけなのですけれども、それに対して行政は、そういった決め

られた説明の機会というのがないと。当然、市長さんは、日頃から市民の前でいろいろな

ことを説明されているとは思うのですけれども、それだけではなくて、大体特定の日程で、

１年間の成果を市民に説明すると。具体的に言うと、９月の決算議会が終わった後、10月

ぐらいに、例えば総合計画の進捗状況であるとか、１年間の財政状況であるとかというも

のをどこかのホールで説明するというようなこと、これはありそうで、どこの自治体もし

ていないのですけれども。こういうことを、ある意味資料１でいうところの市民参加条例

による市民参加の活性化のところに該当するのかもしれませんけれども、そういった取
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組を、遅くなりましたけれども、検討していただけたらというふうに思います。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 なかなかハードル高そうですけれども、部長、課長、どうでしょう。 

●事務局 

 齊藤です。お疲れさまです。御提案ありがとうございます。 

 今この場ですぐに回答は出せないところですけれども、自治体版株主総会ということ

で、市長が説明するのか、それとも大きな話を市長がして、それぞれ担当が説明するのか

という、いろいろやり方はあるかと思いますけれども、提案としては一旦持ち帰って、少

し検討させていただいて、次回までにある程度回答が示せればなと考えております。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 ＹｏｕＴｕｂｅとか、そういうのはやっているのでしたっけ。市長の番組みたいなやつ。 

●事務局 

 小池です。あります。市長の専門のチャンネルというのを開設して、すいません、私も

登録者数が何人とか確認していないのですけれども、一応あります。 

○会 長  

 そういうのでも発信していくというのも、一つのあれかもしれませんよね。 

 ほかにございますでしょうか。○○さん、提案してなかなか採用されていませんけれど

も。私これ見て、15番のところとか、いいなと思ったのです。ＳＮＳ、公共施設の利用の

周知だとか。市民の方はやっぱり暮らしていらっしゃるので、確かにこういうのあったら

いいかなと私も思うのですけれども、何かございます。 

○委 員 

 よろしいですか。 

○会 長  

 ちょっと待ってください、今、○○さんの御意見をまず伺ってから。 

○委 員 

 すいません、見えていなくて。 

○会 長  

 お願いします。 

○委 員 

 15番とか、テニスコートが近くにあって、借りたいなと思って、昔、姉と登録まではし

たのですけれども、なかなか借り方が分からなかったり、予約がいっぱいだったりで取れ
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なくて、もう諦めて行ってはなくて、今さら利用するというのは、あまりないのですけれ

ども。 

 あとは、個人的なことであれなのですが、推し活とかで今度、私、藤沢の市民公民館の

ところでイベントがあるので行くのですけれども、そんなところでやるのだと思ったの

で、白井もせっかく建替えを多分して、今後きれいになるので、もうちょっと関係者が見

て、ここ意外と近くにあるなとか、こういう例えば今だったら馬とコラボしたりしている

と思うのですけれども、ああいう関係のイベントとかができたら、より知ってもらう機会

になるのかなと思って提案させてもらいました。 

○会 長  

 ありがとうございました。どうでしょうか、こういうのも前向きに検討していただきた

いなと思うのですけれども。 

●事務局 

 ありがとうございます。具体的にテニスコートというワードも出てきたので、その辺の

確かに使いやすさというところでは、なかなか皆さんに発信がうまくできていない部分

もあるかとは思いますので、そういった個別の御意見とか踏まえた上で、業務の参考に、

ぜひさせていただきたいと思います。ありがとうございます。 

○会 長  

 ぜひ御検討いただきたいなと思います。 

 では、先ほど言いました○○委員、お願いします。 

○委 員 

 会場のほうの雰囲気をうまくつかまえられてなくて、申し訳ありませんでした。私のほ

うからは２点申し上げたいと思います。 

 資料のほう、きれいにまとめていただいているかと思いますが、事務局方針として、資

料２の右側にまとめていただいているところの鍵括弧のところが少し気になっています。

上から見ていくと、一つ目のところは、ほかの計画で位置付け実施、かつ業務において恒

常的に取り組む、二つ目が実施計画に位置付け、三つ目がほかの計画で位置付け実施、四

つ目もそうで、５個目は業務において恒常的に取り組むというふうに書かれているので

すけれども。１個書かれているところと２個書かれているところがあったりというのが、

例えば業務において恒常的に取り組むというのは、これは全部該当するのではないかな

というふうに感じられるところもあるので、そのあたりどういう書き分けをされている

のか、この書き分けが適切なのかというのが１点目です。 

 それから２点目は、業務において恒常的に取り組むということで、今まで取り組んでい

るので、やっていることなので、計画には書かないで取り組んでいきますという御説明が

あったかと思うのですけれども、今まで取り組んでいたか、いなかったからといったら取

り組んでいるのだけれども、それが今回の行政経営を考える、見直していくという観点か
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ら見たときに、十分な水準で取り組まれていたのかどうかという検証については、あまり

言及がなかったというふうに感じています。そのあたり、今までの取組が十分な取組であ

るので、計画に位置付けないであるとか、そういったもう一つ御説明を丁寧にいただくこ

とが必要ではないかなというのが印象です。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 いかがでしょう、２点ありますけれども。 

●事務局 

 ありがとうございます。 

 まず一つ目の書き分けという部分になるのですけれども、そこまで精密に書き分けら

れていないというのが、私も改めて資料を見て、一つ一つ個別に記載させていただいてい

るというところもございましたので、全体で見たときに、書き分けとしては少し十分では

なかった部分もあるかなというところで、御指摘のとおり、業務において恒常的に取り組

むというところは、どこにも当てはまるような部分も確かにございますので、その辺につ

きましては申し訳ございませんでした。 

 今言った現状の検証というところでおっしゃっていただいた部分については、恐らく

○○委員から御提案いただいた部分に関してだとは思うのですけれども、こちらについ

ても、実際に取組としてはやっているのですけれども、成果としてどこまで出ているかと

いうところについては、正直、検証した上でというところではないのが現状です。 

 ただ、それを一歩押し進めて、システム的にまた新たなものをつくっていく部分も可能

性としてあるとは思うのですけれども、現段階でそこまでの具体的な検討まで至ってい

ないというところが正直なところです。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

○委 員 

 御回答ありがとうございます。検討が十分進んでいないということで、計画には位置付

けないという判断をされるということなのですか。位置付けないのであれば位置付けな

いなりの理由というものが必要なのではないかなというのが疑問なのですが。 

○会 長  

 どうでしょうか。 

○委 員 

 お答え難しいようであれば結構なのですが、先ほどの○○委員の御意見と重なるとこ

ろがあって、やれるところからやっていくという印象をやっぱり私としても感じるとこ
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ろがあります。ちょっとニュアンスは多分、○○委員とは違うと思うのですけれども、違

う角度でやれるところからやっていくという印象を受けるので、そのあたりがこの計画

をまとめる上で、事務局として適切に、十分に整理されているということでまとめられて

いるのかどうかというのは、いま一度見ていただいたほうがありがたいなと思います。私

のほうから、これで今日、お答えを頂きたいということでは全然ないので、意見の提示と

いうことで申し上げさせていただきました。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 課長、どうぞ。 

●事務局 

 齊藤です。御意見ありがとうございます。 

 今すぐに回答するところが難しいところではあるので、もう少し事務局のほうで再度、

その辺の検証というところについても含めて、持ち帰って検討させていただければと思

います。申し訳ありません。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 ここだけで決められる話ではないので、皆さんと、各関係課の人たちと話し合って、ま

た次回、できればお話聞きたいなと思っております。 

 ほかにございますでしょうか。ないでしょうか。 

○委 員 

 ○○です。 

○会 長  

 ○○さん、お願いします。 

○委 員 

 この議論が始まるときに僕、１回休んでいて、なかなか意見が、どうかと思ったのです

けれども、今までの先生方やなんかのお話を聞いていてなのですけれども、○○委員がお

っしゃっていた、やれるところはやるというのは、多分、基本だと思うのですけれども、

いろいろな特に市民の方から出てきている意見などというのをどうやったらやれるかと

いう視点も、今の時点では難しいですけれども、やっぱりそういった工夫というものをこ

の先は考えていっていただきたいなと思うのです。それが多分この先の行政経営には必

要になってくると思うのです。簡単な言い方をしますと、従来型だけではなくて、そうい

った工夫、企画というものも含めた上で、この先は考えていっていただければと思います。 

 以上になります。 

○会 長  



 - 16 -

 ありがとうございました。まさにそのとおりだと思います。我々学者だとかではなくて、

市民の方々はやっぱり普段生活しているわけですから、ここのところ、現状はここに書い

てあるとおりなのでしょうけれども、優先ではないですけれども、検討していただけると

いいかなと思います。確かに。私、会長から、ぜひお願いしたいなと思っております。 

 それでは、引き続きまして、質問がなければ、事務局から続きを御説明いただきたいと

思います。 

●事務局 

 では続いて、資料３について御説明させていただきたいと思います。資料３になります。 

 次期実施計画取組項目個別シートというものになります。先ほど一覧でまとめさせて

いただいたものを個別の計画としてまとめた資料になります。これもあくまで現時点の

もので、まだまだ精査が進められていない取組もございます。空欄になっているところも

計画としてはあるところにもなりますので、御承知いただければと思います。 

 こちらのシートなのですけれども、見方としましては、一番上が、先ほど一覧にも紐付

け、関連性を記載させていただきましたけれども、第２次行政経営指針に定めた基本方針

と取組項目における当該取組の位置付けというものを一番上に記載しております。 

 上から名称、主管部署、関係部署、関係（連携）して進めていく部署、その取組を行う

目的、その取組に関する市の現状、過去の実績、今後の課題などを載せた項目と、あとは

計画期間５年間、令和８年度から令和12年度において行う取組の概要を記載しておりま

す。その中段に、取組の計画として、取り組んでいく具体的な内容、年度別のスケジュー

ル、５年間の中でのスケジュールというものをまとめた欄と、最後に取組を行うことによ

り期待される効果というものを記載しているシートになります。 

 それぞれ個別に見ていきたいと思うのですけれども、継続して行う項目については、長

くなるので、今回、説明については割愛させていただきたいと思います。新規に定める項

目について重点的に説明させていただければと思います。 

 ９ページ、御覧になっていただければと思います。 

 職員の異動時期の弾力化というところで、新たに取り組む項目になります。こちらにつ

いては、職員から提案のあったものになります。 

 目的については、組織と職員双方の最適な時期に異動を行うことにより、業務効率を高

め、業務の継続性を保つというふうにしております。 

 現状・課題につきましては、職員の異動は、今現在、年度単位で原則４月のみに実施し

ており、年度末、年度当初というものは、全庁的に職員の異動もありますけれども、年度

切替えに伴う事務というのは多くて、部署によっては、さらに繁忙期にも該当するという

ところもあって、業務の引き継ぎが不十分になって業務効率が低下することにも課題が

ございます。 

 それに対する取組としては、今年の10月に、試行的に年度途中の職員異動を行ったとい
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うところもございます。今後５年間で、その取組の概要として、職員の異動の時期を４月

に限定することなく、各部署の業務の繁閑、組織のニーズに応じて行うなど、弾力的なも

のとするような形で進めたいというふうに考えております。 

 実際の取組の計画につきましては、試行実施、本格実施と段階分けておりますけれども、

こちらについては調整中となっております。期待される効果としては、記載のとおりです。 

 次が、ＡＩの活用推進という項目になります。 

 目的としましては、業務効率化で職務の業務負担を軽減するとともに、市民サービスの

質の維持向上を図るというところを目的にしております。 

 現状・課題としましては、ＡＩについては、令和５年の11月にＡＩの利用ガイドライン

というものをつくっているところではあるのですけれども、実際使っているＡＩについ

ては、行政専用ＣｈａｔＧＰＴ、無料版のものを使って、今現在、全庁的に利用しており

ます。 

 ただ、こちらの無料版、インターネット環境で利用しているのですけれども、行政のほ

う、市役所のほう、セキュリティを高めるためにちょっと特殊な環境で、ＬＧＷＡＮ環境

というもので普段業務を行っているので、インターネット環境とＬＧＷＡＮ関係が分か

れていて、業務的には非効率な部分が生じております。そういった部分も含めまして、あ

とは、ＡＩをどういうふうに活用していくかというところで、まだ効果的な活用について、

検討、共有が進んでいないというところもございますので、今後もう少し効果的に活用で

きるツールを導入したりですとか、あとは、杉本委員からも御提案ありましたとおり、そ

ういった効果的な活用について、研修であったり情報共有を行う場というものを検討し

て進めていきたいというふうに考えております。 

 取組計画と期待される効果については、記載のとおりです。 

 続いて、多様な採用手法の検討というところの項目になります。ページとしては11ペー

ジです。 

 目的としましては、採用試験の応募者と採用者数を増やして、多様な人材の確保を図る

というものを目的にしております。 

 現状・課題につきましては、今現在、職員の採用は、基本的には近隣市の合同の試験に

より募集して、筆記試験による選抜を行っています。近年は、その試験のほかに、市独自

の試験で、民間企業の職務経験者などを即戦力として募集、採用しているところにはなる

のですけれども。 

 さらに、ほかの自治体においては、面接重視の採用試験や、あとは、村上委員からも御

提案ありました、退職者や公務員経験がある人材の採用枠を個別に設けるなど、いろいろ

な採用手法というものを導入する自治体も増加しつつあります。そういったところも踏

まえまして、従前の試験方法、採用枠によらない多様な採用手法を検討して、実施して導

入していきたいというふうに考えております。 
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 取組計画については、現在調整中です。期待される効果については、目的と同じなので

すけれども、応募者、採用者の増加というところを見込んでおります。 

 続いて12ページ、外部人材の活用の推進という項目になります。 

 目的としましては、専門知識や経験を有する外部人材を活用することにより、正規職員

のみでは対応が困難な業務の補完や課題の解決、サービスの質の向上を図ることを目的

としております。 

 現状・課題につきましては、この審議会や一部の業務において、学識経験者や専門資格

を有する方々を非常勤特別職という形で委嘱し、御意見いただくというような活用は、現

在しているところです。あとは、一つ、令和４年度から、自衛隊出身の方を災害対策に関

する任期付の専門人材として活用しているところになります。 

 取組の概要としましては、さらに専門的な知識や経験を有する人材を例えば任期付職

員として雇用するなど、新たな外部人材の活用拡大、職員だけでは担えない業務における

活用の拡大を検討していきたいというふうに考えております。あとは、外部人材活用の方

法として、官民連携協定だったり、企業版ふるさと納税といった国がつくった制度なので

すけれども、それも人材派遣型というものもございますので、そういった仕組みを活用し

ながら、副業人材としての外部人材の活用を推進していきたいというところも検討すべ

き部分であろうというふうに考えておりますので、そういったところを取り組んでいき

たいというふうに考えております。 

 取組計画については、今現在、検討中、調整中のところになります。期待される効果に

ついては、記載のとおりです。 

 続いて13ページ、宗和委員から御提案ございました民間企業への出向というところが

この項目になります。派遣交流人事の拡充というところで、目的としては、派遣交流先で

の実務経験を通じて、職員個人の幅広い知識の習得や能力の向上、人材育成を図るという

ところを目的にしております。 

 今、市の現状・課題につきましては、現在、職員の派遣先は、千葉県、県庁、あとは広

域連合、白井市を含めた近隣の市町村、一部の事務で組合をつくっておりますので、その

一部事務組合だったり、公益財団法人などの公的機関のみとなっております。あとは、職

員の育成、人事交流の一環として、重複にはなるのですけれども、千葉県への研修派遣を

行っているところになります。 

 そういったところも踏まえまして、取組の概要としては、今後の市の行政課題などを踏

まえて、職員に必要な知識、能力の習得が可能な派遣先として、民間企業を含めて、今あ

る公的機関だけではなくて、新たな派遣先、交流先の拡充を検討、実施していきたいとい

うふうに考えております。 

 取組計画については、今現在、調整中です。期待される効果については、記載のとおり

になります。 
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 続いて14ページ、指標と数値に基づく職場環境の改善になります。 

 杉本委員から御提案があった項目にもなります。目的としましては、職員個人の働きが

い、組織へのエンゲージメントの向上を図り、組織全体の生産性の向上などにつなげるこ

とを目的としております。 

 現状・課題としましては、今現在、職員の健康状態については、ストレスチェックを行

っているところにはなるのですけれども、各職員の意識であったり、そういった部分につ

いては、組織全体の傾向というのも数値化したり、見える化、可視化している部分という

のは特段行っていない部分がございますので、今後の取組として、職員の個人の意識、職

場環境の満足とだったりをアンケート調査等により数値で可視化した上で、課題を把握

して解決策を検討するというところを考えております。 

 取組計画については、調整中です。期待される効果については、記載のとおりです。 

 続いて15ページ、開庁時間の短縮、フロントヤード改革の推進になります。 

 目的としましては、職員の働き方の改善を図るとともに、市民サービスの質の向上を図

るというものになります。こちらについては、今、県内の近隣の市町村でも同じような取

組が進んでいるところもあったので、職員の提案が一番多かった項目になります。 

 今現在、市の窓口の開庁時間は、勤務時間と同じ、同一の時間である午前８時半から午

後５時15分までとなっております。 

 ただ、勤務時間と開庁時間が同じというところもありますので、一部の部署においては、

開庁前の準備、閉庁後の片付け、残務処理というものが恒常的に時間外業務として発生し

ているような状況になります。 

 また、その組織内で行う打合せ、会議とかというのは、どうしても、窓口の業務があり

ますので、勤務時間外に行わざるを得ない状況になっているというところが課題として

挙がっております。 

 そういったところも踏まえまして、開庁時間を短縮した上で、開庁時間の短縮と併せて

市民サービスの低下にならないように、むしろ上げていくような方向で、オンラインで可

能な手続、いわゆる来ない窓口というようなふうに呼ばれ方もするのですけれども、そう

いったものの拡充や、あとは、そもそも窓口に来て手続に要する時間の短縮ですとか、そ

ういった部分を推進していきたいというふうに考えております。 

 この主管部署、総務課なのですけれども、開庁時間の短縮の実施については、もう既に、

実は取組としては検討のほうを始めておりまして、来年度からは短縮というものをした

いというふうには考えているところではあるのですけれども、実際の時期とか、実際に、

具体的にやるかというところについては、今現在、検討中の段階になっております。それ

と併せてオンライン手続の拡充というところも進めていきたいというふうに考えており

ます。こちらの項目は以上です。 

 続いて、勤務形態の弾力化というものになります。勤務形態の弾力化です。 
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 目的は、職員個人のライフスタイルに応じた働き方を実現し、ワークライフバランスの

充実、離職防止、採用応募者数の拡大を図るというものを目的にしております。池田会長

から御提案のあったフルリモート化という取組も、こちらの項目に落とし込んでいるよ

うな形になります。 

 現状と課題としましては、昨年度、自宅でもセキュリティ性の高いＬＧＷＡＮ回線、行

政独自の回線を使用できる環境というものを整備して、自宅でも、職場に来ても同じよう

に業務ができるというような環境を整備しました。今年度から、電子決済も導入した上で、

決済も自宅で行えるようになりましたので、テレワークというものを活用しやすい環境

づくりというものを少しずつ進めているところになります。 

 あとは、勤務形態の弾力というところで、基本の勤務時間というところで、朝夕の前後

１時間の勤務時間帯を変更できる、今、時差出勤制度を導入しているところになります。

８時半からの出勤を７時半からにしたり、あとは９時半からにしたり、ただ、退庁時間は

前後１時間ずれるというような取組になっております。こちら先進自治体においては、も

っと進んだ取組として、勤務時間、日数の自由度がより高いフレックス勤務制度だったり、

選択的週休３日制度というものも導入されつつあるような状況にはなっておりますので、

今後の５年間の取組として、まずは時差出勤の拡充、弾力化というのを検討、実施した上

で、そういった週休３日、フレックス勤務だったりとかということの足がかりにしたいと

いうふうに考えております。具体的に実施するかというところも、時差出勤の部分の拡大

を踏まえて検討していきたいというふうに考えております。 

 あとは、テレワークの利用率の、まだ利用率もなかなか上がってきていないところだと

思いますので、そういったところの向上に資する制度や環境の改善というものを進めて

いきたいというふうに考えております。 

 計画、期待される効果については、記載のとおりです。計画については、人事課と今、

調整中の段階になっております。 

 最後に、オフサイトミーティングの活用というところになります。池田会長からも御提

案があった項目になります。 

 目的としましては、風通しのいい職場環境を構築するというところで目的としており

ます。 

 現状・課題につきましては、令和６年の２月に、オフサイトミーティングの実施要綱と

いうものを策定して、まずはオフサイトミーティングがどういうものかというところを

周知した上で、その実施要項をつくった人事担当の部署が主催した上で、人材育成推進に

要する事業の一環として、昼食、ランチタイムと勤務時間内に試行的に実施したところに

なります。そういったオフサイトミーティング、せっかくある制度なので、風通しのいい

職場環境をつくるという意味で、今後５年間でも積極的に進めていければというふうに

考えております。 
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 個別のシートについては、説明を省略させていただいたところもあるのですけれども、

以上になります。 

○会 長  

 ありがとうございました。人事がほとんどですね。 

●事務局 

 はい、人事がほとんどになります。 

○会 長  

 結構これは大変そうですけれども。私から、最後のオフサイトミーティング、場所はあ

るのですが、離れたところに何か施設みたいなやつ、会議室といいますか。 

●事務局 

 職場外という意味では、正直そんなにないところにはなります。今思いつく限りだと、

それこそミーティングをするような場所というと、ぱっと思いつかないぐらいになって

くるので、実際に人事課でやったものも、実は庁内の会議室を借りてというところの感じ

になるので、普段と違った環境という意味では、場所というよりも、人の部分で、普段と

違った環境で、そういったミーティングを行うというところに、実際にはなっていくかも

しれないというふうには想定しています。 

○会 長  

 分かりました。 

 では、ただいま説明があった内容について、御意見、御質問などございますでしょうか。

ありますか、どうでしょう。 

 ない。何もございませんか。 

 これ人事とか、その辺ですけれども、私からもう一つ、この開庁時間短縮は、これ、も

う全県といいますか、市全体で大体こういう流れなのでしょうかというのが１点。 

 あと、○○さんのほうに、聞きたいのですけれども、短くなっちゃうと何か問題があり

ますか。 

○委 員 

 なかなか、ふだん平日に市役所を利用するということも、働いているので、ないので、

あんまり影響は正直なく、むしろ、このオンラインの可能な手続が増えるというのはすご

くありがたいので、そちらを積極的に進めていただけたらありがたいなと思います。 

○会 長  

 貴重な意見ありがとうございました。ほかの市というは、ベンチマークといいますか、

どうなのでしょう。 

●事務局 

 実は千葉県内では、少しずつこういった取組をやるところが増えておりまして、この白

井の近隣ですと、我孫子市であるとか四街道市、それから佐倉市なんかはもう既に取り組
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んでいる状況です。 

 ただ、全ての庁舎、市役所全てを短くしているところもあれば、試行的に窓口のあると

ころだけを短くするとか、あとは電話も含めて短くしたり、電話は受けますよというよう

なところとか、その取組の内容については、それぞれの自治体ごとに差があるような状況

です。 

 大体、イメージで言いますと、８時30分から５時15分という我々の業務は変わらないの

ですけれども、朝のスタートを９時からにして、終了を例えば４時半までにするとか、そ

ういったような形で取り組んでいるような団体が多いかと思います。 

 市としても、まだ実際にどうやるかというところは全く白紙の状態でして、今、実際ど

れぐらい、来客数とか、あるのかという調査をかけ始めたようなところでございますので、

これは今年度、方針を含めて決めていければなと考えているところです。 

 以上です。 

○会 長  

 ありがとうございました。 

 ほか、ございますでしょうか。 

 特にないですかね、大丈夫ですか。 

 では、ないようですので、これで終わりですかね。本日の議題は以上となっております。 

 委員の皆さんから、ほかの皆さんから、何かこれ以外にございますでしょうか。 

 ないですね。 

 その他、事務局から何か説明をお願いいたします。 

●事務局 

 ありがとうございます。 

 では、次回の会議の議題について、事前に御案内させていただきます。次回の会議につ

いては、今後の会議予定も、下にも記載しているところではあるのですけれども、第６回、

12月の中旬から下旬で調整させていただければというふうに考えております。改めてメ

ールのほうで御連絡させていただきます。 

 議題につきましては、今回、方針のほうを提示していない部分、あとは今回の会議で改

めて頂いた御意見とかもございますので、そういったところのフィードバックをした上

で、ある程度、実施計画に定める取組項目というものを固めたような状態で御提示できれ

ばというふうには考えております。よろしくお願いいたします。 

 私からの事務連絡としては、以上になります。 

○会 長  

 それでは、以上で本日の会議を終了といたします。皆様、夜遅くまでありがとうござい

ました。お疲れさまでした。 
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